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追悼　山下太郎先生

　平成22年 1 月 8 日 、 入 院 され て い た 所 沢 の 病 院で 、 山 下 太 郎先 生 が 息 を

引 き取 られ た 。 享年 93歳 。 同 月 15 日 と16 日、 晩年 奥様 と住 ま われ て い た 横

浜 で 、 葬儀 が し めや か に取 り行 わ れ た
。 告別 式 に は、 静 岡大学 人文 学部 長

をは じ め 幾 人 もの 静 大 の 教 え子 た ち が 参列 し 、 これ ま で 先 生 が どれ 程 静岡

大 学の 発展 に貢 献 し 、 どれ程 多 くの 優れ た 人材 を輩 出 して きた の か が 、 改

め て 思 い 起 こ され た 。

　 山 下 太郎 先 生 は 、 大 正 5 年 に 山 梨県 に 生 まれ 、 東 京帝 国 大学文 学部 国 文

学科に 入 学 、 そ の 後 同学部哲 学科 へ 転科 し 、 哲 学科 を 首席 で 卒業 され た 。

昭和15年 4 月 、 北海道 帝国大学予 科講 師に招聘 され た 先生 は 、 同年 12月 高

射砲 兵 と して 中国 山西 省に 出征 し 、 昭和20年 9 月 に北海道 大学 に復職 した ．

5 年近 くに及 ぶ 戦争体験 が先 生の 実存的 な エ
ー

トス に深 い 彩 りを 与 えて い

た こ とは 疑い ない
。 ま た 、

こ の ときの 体験が 後の 『哲学 と人 生　　戦争 を

通 して の 思想 と哲学 』を 著す き っ か け とな っ た の で は 、 と推察 され る。 さ

らに 、 同 大学助 教授 を経 て 、 昭和22年静 岡 高等学校 （現 静 岡大 学） 教授 に

就任 。 昭和 55年 静 岡大 学 を 定年退 官、 常葉 学園 大 学 を経 て 、 昭 和58年 4 月

か ら61年 11月 ま で 、 日本大 学文 理 学部 ・同大 学大学院文 学研 究科に 教授 と

して 、 さ らに そ の 後 も非 常勤講 師 と して 勤 務 され た 。

　 日本 大 学 に 移 られ た 頃 の 先生 は 、 静岡大 学の 時 の よ うな厳 し さは 影 を潜

め て い た もの の
、 学生 と学問 とに 対す る情熱は 少 しも衰 える こ とは な く 、

学会で は 決 ま っ て 初 め か ら最後ま で 最前列 に 陣取 っ て
、

ほ とん どすべ て の

発 表 者 に 対 して 質問 を され て い た 。 また 、 当時恒例 とな っ て い た夏 の ゼ ミ

合宿 を欠 か す こ とは な く 、 愛 車 の BMW で 、 軽井 沢や 那須塩 原 な ど を ドラ

イ ブ され て い る 間 も 、 終始立 て 板 に水 で 、 先生 の 居 る と こ ろ学 問の 話題 が

尽 き る こ とは な か っ た 。 個人 的 に 忘れ られ な い の が 、 ドイ ツ か ら帰国 した

一 41 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Jaspers Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Jaspers 　SOOIety 　of 　Japan

ば か りの 筆者 に 、 原 文 で 千ペ ー ジ に も及 ぶ ヤ ス パ ー ス の 『真理 に つ い て 』

を一 緒に 読 も うと 、 提 案 して くだ さっ た こ とで あ る 。 2 週 間に
一

度 、 最上

階 の 12階 に あ る 先生 の 研 究室 で 、 当時 ま だ 翻訳 の な か っ た 部分 も含 め て 、

1年 以 上 に 亘 りマ ン ツ ー
マ ン で ご指導 をい た だ い た 。 筆者 の 翻訳 や解釈 の

誤 りに つ い て そ の 都 度 ご指摘 くだ さ り 、 ブ レ イ ク タイ ム を入 れ て 、 研 究指

導が 4 時間以上 に及 ぶ こ と も少 な くな か っ た 。

　学問 へ の 先生 の 興 味は 、 ヤ ス パ ー
ス 同 様 、

い わ ば固 有の 根源 に基 づ く開

顕性 に 支 え られ て お り 、 そ の 学 問的 広が りは 、 ま さ し く驚 嘆 に 値す る もの

で あ っ た 。 比 較思想学会評議員 を は じめ 、 所属学会 は 十 以 上 に 及 び 、 日本

カ ン ト協会役員 、 イ ギ リス 哲学会理 事 な どを歴任 され た
。 また

、 先 生 に は

北欧神話や 日本神話に 関す る著作 もあ り 、 そ の 知的好奇心 は西 洋哲学の み

な らず 、 世界 中の 神 話 に まで 及 ん だの で ある 。
し か し なが ら、 看過 で きな

い 先 生 の 業績 と し て 、 昭和 41年 に理 想社 か ら出版 され た 『人 間学』 （カ ン

ト全 集 14巻） の 翻訳 を挙 げな けれ ば な ら ない だ ろ う。 元 々 へ 一 ゲル 研 究 か

らは じま っ た 西 洋哲 学へ の 先生 の 問題 関心 は 、 カ ン トへ の 敬 愛 の 念 と開か

れ た 理 性 に 導か れ っ っ
、 晩 年 は キ ル ケ ゴ ー ル や ：一　v 一

チ ェ に傾 い て い っ た よ

うに 思 われ る 。

　科 学 哲学 会や 実 存思想 協 会 に も所 属 し て い た 先生 は 、 平 成 2 年 縁 あ っ て 、

東 京 帝 国大 学 時代 か ら尊 敬 して お られ た 鈴 木 三 郎先 生 が 理 事長 を務 め る

『日本 ヤ ス パ ー ス 協 会』 の 理 事 に 迎 え られ た
。 そ の 後 、 日本 ヤ ス パ ー ス 協

会 第 7 回 大会で 「実存哲学 と社会
一

ヤ ス パ ー ス を 中心 に
一

　」 とい う題

目で 講演 され 、 さ らに 第 9 回大会で は 、
「ヤ ス パ ー ス と現 代 」 とい うシ ン

ポ ジ ウム の パ ネ リス トと して 活 躍 された 。 病気 の た め 協会の 活 動 を退 か れ

て い た先 生 を所 沢 の 病 院 にお 見 舞 し 、 先 生が協会顧問 に推 挙 され た こ とを

告 げた 時 の 先 生 の 笑顔 を 、 今 で も忘 れ る こ とは で きな い
。 こ こ に 、 先 生 の

ご冥福 を謹 ん で お 祈 り申 し上 げます 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日本大学教授　平野 明彦
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